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１．はじめに

　地域金融機関の経営環境は、人口減少と後継者

不足を背景とする中小企業数の減少、長引く低金

利環境、デジタライゼーションの進展などを背景

に厳しさを増している。預貸業務から得られる資

金利益が減少傾向にある一方で、手数料収入の拡

大にも限界がある。また、最近ではFinTechなど

異業種の参入も本格化しており、銀行は新規業務

の開拓やビジネスモデルの変革を迫られている。

そうした中、2020年は新型コロナウイルスの感

染症が拡大し、日本のみならず世界中の経済を停

滞させた。コロナの影響で企業が今後、経営悪化

に追い込まれれば、信用コストの増大という形で
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　本稿では、地域金融と地域経済の動向を概観した上で、金融と経済成長に関する学術研究を整理する。また、
金融が経済活性化を促進するという意味での因果関係に焦点を当てて地域金融の役割を検証した小西・左三川
［2020］の分析を紹介する。最後に、地域金融と地域経済に関する学術研究の知見を踏まえて、地域金融機関の
統合を促進するための制度設計に関する留意点について述べる。
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